
　３月31日(日)、持留地区農業構造改善センター
において、「第７回持留さくらさくらまつり」が開
催されました。
　特設ステージでは、持留小学校の児童による
合唱とダンスから始まり、カラオケやフラダン
ス、ポップダンス、三味線演奏、舞踊などが披
露されました。
　また、祭りの終盤には、旅行券など豪華景品
の当たるお楽しみ抽選会もおこなわれ、会場は
大いに盛り上がりました。

持留さくらさくらまつり
開催

　4月1日(月)、県交通安全協会の志布志地区協
会から、町内の新入学生へ反射材キーホルダー
98点が贈呈されました。
　これは、同協会が交通事故防止の啓発活動と
して毎年行っている取り組みです。
　贈呈式で同協会大野洋一会長は「交通事故防止
を願い寄贈いたします。ぜひお役立てください」
と話されました。

交通安全協会が防犯グッズを寄贈

　３月22日(金)、町商工会女性部の皆さんから、
町内の新入学児童へランドセル型のキーホル
ダーが贈呈されました。
　これは、同団体がペーパークラフトで一つひと
つ手作りしたものです。さまざまな色のキーホル
ダーには、「ぶじかえる」と書かれたシールが貼っ
てあり、「６年間、無事に帰ってほしい」という想
いが込められています。
　贈呈式では、95個のキー
ホルダーが寄贈され、各
小学校に配布されました。

商工会女性部が手作りキーホルダーを寄贈
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